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湯の川地区都市再生整備計画 ○

令和３年度～令和７年度（５年間） 函館市

・函館市観光入込客数の増加
・函館市平均宿泊数の増加
・湯の川温泉の観光入込客数の増加

函館市内の観光地を訪れる年間観光客の比較 ５２６万人 ５５０万人

函館市内における100人当たり宿泊数の比較 １２７泊 １２８泊

湯の川温泉の観光入込み客数の比較（当初現況値はH29年度） １００万人(H29) １０８万人

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） R3 R4 R5 R6 R7 策定状況

A10-001 都市再生 一般 函館市 直接 湯の川地区都市再生整備計画事業 1,221

合計

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 R3 R4 R5 R6 R7 策定状況

合計

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 R3 R4 R5 R6 R7

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 R3 R4 R5 R6 R7

合計

番号 備考

（Ｈ30年度当初） （R7年度末）

Ａ 1,221百万円 Ｃ Ｄ
効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
Ｂ

社会資本総合整備計画（市街地整備）
計画の名称

計画の期間 交付対象

・市民と観光客がともに集い，様々な交流が生まれる賑わいのある地区
・観光客の満足度が極めて高い，おもてなしに溢れる地区
・海外からの観光客も安心して快適に楽しめる地区

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

計画の目標

重点配分対象の該当

1,221百万円

事業者
要素となる事業名

（事業箇所）
費用便益比市町村名

全体事業費
（百万円）

交付対象事業

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

費用便益比

函館市 事業区域A=54ha 函館市

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号

番号

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

市町村名
港湾・地区名

事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名

事業者 要素となる事業名 事業内容

（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果



（参考様式３）参考図面（社会資本整備総合交付金）

計画の名称 湯の川地区都市再生整備計画

計画の期間 令和３年度～令和７年度（５年間） 函館市交付対象
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A10-001
湯の川地区都市再生整備計画区域

（A＝54ha）


